
♦医療・生命♦ 蛍光色素で遺伝子の異常をすばやく高感度に検出

最近，DNA の化学変化（エピジェネティクス）の中でも特に DNAのメチル化は，がんなどの重篤な
疾患と関連があることが明らかとなってきた。DNAのメチル化を検出することによりがんの早期診断
が可能となる。これまでの PCR 法を用いた方法は煩雑で，微小な変化を検出することができなかっ
た。本研究では，蛍光色素を使ってDNAの塩基の違いを容易に検出できる方法を開発した。DNA の
メチル化を蛍光変化により判定し，大腸癌に関連する遺伝子異常（メチル化）を検出することができ
た。今後の研究により他のがんに関連する遺伝子異常の検出やメチル化数の定量などが期待される。
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